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「川崎市総合計画」第２期実施計画・平成30年度事務事業評価結果について

（教育委員会事務局） 

１ 趣旨                                        

「川崎市総合計画」第２期実施計画における、教育委員会事務局の平成３０年度事務事業評価結果

を取りまとめました。

２ 「川崎市総合計画」第２期実施計画・平成３０年度事務事業評価結果（概要）       

「川崎市総合計画」第２期実施計画に基づく施策に位置付けられた事務事業について、教育委員会事

務局が所管する事務事業は46事業あり、そのうち目標をほぼ達成したものは42事業、目標を下回った

ものは４事業ありました（表１）。 

表１ 施策に位置付けられた事務事業の達成状況区分別 事業数と構成比（教育委員会事務局） 

達成状況区分 内     容 事業数 構成比(%) 

1 
目標を大きく上回って

達成

・目標に明記した期日よりも相当早く達成し、そのことにより 

コスト面や市民サービスに大きく貢献した。 

・目標に明記した内容よりも相当高い水準であった。 

・目標に明記した数値を大きく上回った。

－ －

2 目標を上回って達成

・目標に明記した期日よりも早めに達成し、そのことによりコス

ト面や市民サービスに貢献した。 

・目標に明記した期日どおり達成し、明記した内容よりも高い 

水準であった。 

・目標に明記した数値を上回った。

－ －

3 目標をほぼ達成

・目標に明記した期日、内容どおりに達成した。 

・途中で多少の遅れはあったものの、最終期限には間に合う形

で、目標に明記した内容どおりに達成した。 

・目標に明記した数値とほぼ同じであった。 

・おおむね適正に処理し業務遂行に支障がなかった。

42 91.3 

4 目標を下回った

・目標に明記した内容は達成したが、期日が遅れた。 

・目標に明記した期日どおりであったが、明記した内容に満たな

い水準であった。 

・目標に明記した数値を下回った。 

・所定の期日に間に合わないなど、業務を適正に処理できなかっ

た。 

4 8.7 

5 目標を大きく下回った

・目標に明記した期日よりも遅れ、明記した内容に満たない水準

であった。 

・目標に明記した数値を大きく下回った。 

－ －

合  計 46 100.0 
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予算額 決算額
（見込）

1 20201010
キャリア在り方生き方
教育推進事業

その他

将来の社会的自立に必要な能力や
態度を育む教育を全校でより効果的
に実践するため、手引きの配布や研
修により、「キャリア在り方生き方教
育」についての理解を深めるととも
に、指導体制の構築や、家庭との連
携を図ります。

●各校におけるキャリア在り方生き方教育の
実施（各種研修会・計41回）
●多様性を尊重する教育の計画的・系統的な
推進に向けた学校支援
●「キャリア在り方生き方ノート」高等学校用
ノート試作版の作成・配布
●リーフレット配布による保護者等への理解促
進

4,581 3,992 3

2 20201020
学力調査・授業改善
研究事業

その他

学力の状況を的確に把握するため
に、調査・研究を行い、その結果を活
用して、子どもたちが「分かる」を実感
できる授業づくりを推進します。

●市学習状況調査・市学習診断テストの実施
●「生活や学習に関するアンケート」調査の実
施及び調査結果の活用
●全国学力・学習状況調査の結果に基づく、さ
らなる授業改善の検討・実施
●学習指導要領の改訂内容に対応した実践事
例集の作成・配布

48,112 45,449 3

3 20201030
きめ細やかな指導推
進事業

その他

習熟の程度に応じた、きめ細やかな
指導の充実のために、より有効な指
導形態や指導方法について研究実践
を進めます。

●小中９年間を見通した算数・数学の習熟の
程度に応じた指導の実施（研究協力校：６校）
●「きめ細やかな指導　実践編」の冊子の活用
や教師向け指導力向上の映像教材の作成・配
信
●学校の実情に応じた少人数指導・少人数学
級等の実施と各学校の取組の共有（学校担当
者会：２回）

93,233 90,024 3

4 20201040 英語教育推進事業 その他

外国人と直接コミュニケーションを図
る機会を増やし、異文化を受容する
態度を育成するため、研修の充実に
より教員の指導力の向上を図るととも
に、外国語指導助手（ＡＬＴ）を活用す
る等、英語教育を推進します。

●英語教育推進リーダーの養成（養成数（累
計）24名）
●英語教育推進リーダーによる外国語教育指
導力向上研修の実施（各校種14時間程度）
●ALTの配置・活用による英語教育の推進
（小・中学校86名、高等学校5名）
●小学校における中核英語教員（CET）を中心
とした指導体制の整備
●CETへの研修（4回）、ERTへの研修（7回）の
実施
●大学と連携した各種講座や外部試験受験の
促進（英語二種免許取得講習受講者数34名、
外国語教授基礎論講座受講者数50名）
●小学校英語強化教員（ＥＲＴ）の学級担任と
の連携による英語授業力向上（ERT配置校：60
校）

413,184 412,519 3

5 20201050 理科教育推進事業 その他

教員の授業力向上や観察・実験の機
会の充実を図り、子どもたちが興味・
関心を持って主体的に学習に取り組
める魅力ある理科教育を推進しま
す。また、企業や研究機関、大学と連
携して、技術者、研究者による派遣授
業などの実施を支援します。

●理科支援員の全小学校配置による理科教育
の推進
●横浜国立大学と連携した中核理科教員
（CST）養成プログラムの実施（CST養成数新
規1名・全63名）
●CSTによる理科指導力向上のための教員研
修の実施（ＣＳＴによる研修講座数4講座）
●市内小・中学校でのCST実習生の受入（受
入校数3校）
●先端科学技術者の派遣授業の実施（実施回
数21回）

17,241 16,692 3

6 20201060
小中連携教育推進事
業

その他

新しい環境での学習や生活へ移行す
る段階で、不登校などにつながるい
わゆる「中１ギャップ」が見られること
から、小中９年間の系統的な教育の
実施と、小学校から中学校への接続
のいっそうの円滑化を図ります。

●小中９年間を円滑に接続する小中連携教育
の全51中学校区における実施
●研究報告会の開催や研究紀要の作成・配布
等によるカリキュラム開発研究2校区での2年
間の研究の総括
●実践報告集の編集・発行や小中連携教育担
当者会議の開催による有効な実践の共有

3,628 3,539 3

7 20201070
読書のまち・かわさき
推進事業

その他

子どもから大人までが読書に親しめ
るよう、さまざまな読書活動を推進す
るため、学校司書の配置による読書
環境の整備など、「読書のまち・かわ
さき　子ども読書活動推進計画」に基
づく取組を推進します。

●「読書のまち・かわさき　子ども読書活動推
進計画」に基づく取組の実施
●総括学校司書（21校）及び学校司書（28校）
の配置
●図書ボランティアによる学校図書館の環境
整備
●図書担当教諭や図書ボランティアの資質向
上のための研修の実施（24回）
●川崎フロンターレ等との連携による読み聞か
せイベント等読書活動の推進（8回）

37,892 37,687 3

8 20201080
子どもの音楽活動推
進事業

イベント
等

音楽のすばらしさを味わい、体験する
ことを通して、子どもたちの豊かな感
性を育み、生涯を通じて音楽を愛好
する心情を育てられるよう、本格的な
オーケストラ鑑賞や、市内の貴重な音
楽資源を活用した音楽の体験活動を
推進します。

●ミューザ川崎シンフォニーホール及びテアト
ロ・ジーリオ・ショウワ（昭和音楽大学）における
東京交響楽団による「子どものためのオーケス
トラ鑑賞」の実施（参加者数：9,287人）
●市内在住・在学の小・中・高校生によるカ
ルッツかわさきを舞台とした市内「子どもの音楽
の祭典」の実施
●市内音楽大学と連携した「ジュニア音楽リー
ダー」の育成（16校）

24,218 24,126 3

平成30年度の事務事業評価結果一覧（教育委員会事務局所管）

番
号

事務事業
コード

事務事業名
サービス
分類

事務事業の概要
（簡潔に記載）

主な取組の実績

事業費
（千円） 事業の

達成度
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予算額 決算額
（見込）

番
号

事務事業
コード

事務事業名
サービス
分類

事務事業の概要
（簡潔に記載）

主な取組の実績

事業費
（千円） 事業の

達成度

9 20201090
人権尊重教育推進事
業

その他

子どもたちの人権感覚や、人権意識
の向上を図ります。また、「川崎市子
どもの権利に関する条例」の周知と正
しい理解の促進を図ります。

●人権尊重教育推進会議の開催（2回）
●教職員やＰＴＡを対象とした研修の実施（研
修参加者数：延べ2,768人）
●人権教育補助教材や子どもの権利学習資料
等の活用
●子どもの権利学習派遣事業の実施（派遣人
数：延べ372人、派遣学級数：104学級）

6,370 5,850 3

10 20201100
多文化共生教育推進
事業

その他

子どもたちの異文化理解と相互尊重
をめざした学習を推進します。また、
多文化共生と多様性を尊重した意識
と態度の育成を推進します。

●民族文化の紹介や指導等を行う外国人市民
等を「民族文化講師」として派遣（53校、延べ
156人）
●外国人教育推進連絡会議の開催を通じた情
報交換（2回）
●「学校の中でできる多文化ふれあい交流会」
の開催による各学校の多文化共生教育の充実
に向けた情報交換

973 928 3

11 20201110
子どもの体力向上推
進事業

その他
児童生徒の健全な心身の育成をめざ
し、地域スポーツ人材を活用しながら
学校体育活動の充実を図ります。

●中学校総合体育大会、市立小学校地区別運
動会、小学校陸上記録会の実施
●休み時間等を活用した外遊びや長縄跳びな
どに取り組む「キラキラタイム」の推進
●学校体育への武道等指導者派遣の実施（67
校）
●顧問教諭と連携・協力して技術的指導を行う
部活動指導者の派遣（46校）
●全国大会出場者への旅費等の補助
●中学校におけるオリンピアン・パラリンピアン
との交流事業（講演会やパラスポーツの体験な
ど）の実施（10校）

84,698 71,713 3

12 20201120 健康教育推進事業 その他

すこやかな学校生活を送るため、健
康診断や健康管理の実施、学校医等
の配置を行います。また、望ましい生
活習慣の確立、心の健康保持、喫
煙・飲酒・薬物乱用防止等、健康教育
の充実を図ります。

●喫煙・飲酒・薬物乱用防止等の健康教育の
推進（薬物乱用防止教室：中高全校に各1回）
●児童生徒のアレルギー疾患への適切な対応
のための研修等の実施
●学校保健安全法に基づく各種健康診断の実
施
●スクールヘルスリーダー派遣による若手の
養護教諭等への支援（６名を９校へ派遣）

606,830 600,892 3

13 20201140 健康給食推進事業 その他

児童生徒の健全な身体の発達に資
するために、安全で安心な学校給食
の提供を効率的に行うとともに、小中
９年間にわたる一貫した食育を推進し
ます。

●「かわさきそだち」の野菜を使用するなど、川
崎らしい特色ある「健康給食」の推進
●学校間の連携強化等による小中９年間にわ
たる体系的・計画的な食育の推進
●中学校給食の円滑な実施
●小学校及び特別支援学校の給食費改定や
老朽機器更新による給食の充実（機器更新：
28校、新規委託：3校）
●学校給食会の運営支援
●給食費の公会計化に向けた調査・研究の実
施

4,755,298 4,608,521 3

14 20201150
教育の情報化推進事
業

その他

「川崎市立学校における教育の情報
化推進計画」に基づき、ICT機器整備
や研修の充実を図り、児童生徒の情
報活用能力の育成、教員の指導力の
向上、学校業務の効率化に向けた取
組を推進します。

●「川崎市立学校における養育の情報化推進
計画」における３つの方針に対する27項目の各
事務事業の推進
●情報化推進モデル校6校における研究及び
公開授業・研究報告の実施
●教職員の授業力の向上のための各校悉皆
の研修（3回）、その他研修等（計47回）の実施
●校務支援システムの再構築のため設計及び
内容の検討
●情報システムのネットワーク環境の最適化に
向けた検討

1,662,286 1,650,192 3

15 20201160
魅力ある高校教育の
推進事業

その他

「市立高等学校改革推進計画」に基
づき、生徒・保護者・市民のニーズに
応じた、魅力ある高校づくりを進める
とともに、川崎高校及び附属中学校
における中高一貫教育や定時制課程
の生徒の自立支援の推進を図りま
す。

●１次計画の検証・評価及び２次計画の策定
に向けた、川崎市立高等学校改革推進計画第
２次計画策定委員会の設置に向けた準備
●高等学校における開放講座の実施（13回）
●国際社会で活躍する資質を身につけた生徒
を育てるための総合的な学習の時間やICTを
活用した学習の推進
●川崎高校及び高津高校における、定時制生
徒の将来の自立に向けた、学習や就職等の相
談・支援の実施
●川崎高等学校及び附属中学校における中高
一貫した体系的・継続的な教育の推進

15,785 14,374 3

16 20201180 道徳教育推進事業 その他

「特別の教科　道徳」が実施されるこ
とを踏まえ、児童生徒が、生命を大切
にする心や他人を思いやる心、善悪
の判断などの規範意識等の道徳性を
養うことができるよう、道徳教育を推
進します。

●学習指導要領改訂の主旨を踏まえた、担当
者会（2回）と教員経験5年以下の教員を対象と
した研修の実施

409 242 3

17 20201190
学校教育活動支援事
業

その他

教育活動サポーターを配置すること
により、学校のきめ細やかな指導を
支援します。また、自然教室の実施
等により、豊かな情操を養います。

●教育活動サポーターの配置（小学校81校に
計3,301回、中学校32校に計1,354回）
●小学校（5年生）、中学校（2年生）、特別支援
学校の児童生徒を対象とした八ヶ岳少年自然
の家等での宿泊体験活動の実施

292,333 279,318 3
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18 20202020
特別支援教育推進事
業

その他

「第2期特別支援教育推進計画」に基
づき、共生社会の形成をめざした支
援教育の推進や、教育的ニーズに応
じた多様な学びの場の整備、小・中・
高等学校における支援体制の構築、
教職員の専門性の向上等を図りま
す。

●特別支援学校のセンター的機能による訪問
支援（116校）と通級指導教室のセンター的機
能による訪問支援（1,198回）
●小・中学校通級指導教室の運営及び国等の
動向を見据えながらの運営改善の検討
●個別の指導計画の作成及びサポートノート
を活用した切れ目のない適切な引継ぎの促進
●特別支援教育研修の実施による専門性の向
上
●医療的ケアを必要とする児童生徒の支援の
実施（延べ17人）と支援体制の充実
●長期入院・入所児童生徒への学習支援の実
施
●小・中・高等学校への特別支援教育サポー
ターの配置（21,638回）
●児童生徒の実態に応じた交流及び共同学習
の実施
●一人ひとりの教育的ニーズに応じた適切な
就学相談の実施（就学相談の相談件数：663
件）

483,832 452,119 3

19 20202030 共生・共育推進事業 その他

豊かな人間関係を育む「かわさき共
生＊共育プログラム」を実践し、いじ
め・不登校の未然防止等を図ります。
また、プログラムの「効果測定」の活
用により、児童生徒指導の充実を図
ります。

●年間2回の共生・共育担当者研修会（4月、8
月）の実施
●研究協力校を含む要請校内研修等の実施
（延べ41回）と、協力校情報交換会の開催によ
る学校の取組支援
●新エクササイズを活用した実践形式の研修
会の実施

4,749 5,012 3

20 20202040
児童生徒支援・相談
事業

その他

不登校やいじめの問題への対応とと
もに、子どもたちの豊かな心を育むた
め、児童支援コーディネーターやス
クールカウンセラー等の配置・活用を
図ります。また、スクールソーシャル
ワーカーを各区に配置し、関係機関と
の連携により児童生徒の抱える課題
の解決を支援します。

●市立全小学校で専任化した児童支援コー
ディネーターのスキルアップに向けた研修の実
施（新任研修１２回、全員研修１回、特別支援
教育コーディネーター連絡会議４回、児童生徒
指導連絡会議７回）
●スクールカウンセラー・学校巡回カウンセ
ラーの派遣による専門性を生かした教育相談
活動
●スクールソーシャルワーカーの派遣による、
関係部署や関係機関と連携した適切な支援
●多様な相談機能による相談支援の実施

414,996 403,656 3

21 20202050
教育機会確保推進事
業

その他

不登校の児童生徒の居場所として適
応指導教室「ゆうゆう広場」を運営し、
きめ細やかな相談活動を通して、状
況の改善を図り、学校への復帰や社
会的自立につなげるとともに、中学校
夜間学級の運営を行うなど、教育の
機会確保を推進します。

●不登校児童生徒の学校復帰や社会的自立
に向けた支援のための居場所としての適応指
導教室の運営（登録者数：249名）
●子どもたちの目線により近い支援・相談のた
めのメンタルフレンドの募集・配置と子どもたち
の活動支援（延べ２４名）
●西中原中学校夜間学級の運営及び希望者
に対する入学・編入相談の充実

73,039 72,092 3

22 20202060
海外帰国・外国人児
童生徒相談事業

その他

学校と関係機関が連携して、日本語
でのコミュニケーションに不安がある
児童生徒等の相談・就学体制づくりを
進めます。また、日本語指導等協力
者（学習支援員）を派遣するとともに、
特別の教育課程による日本語指導体
制づくりを進めます。

●海外帰国・外国人児童生徒に対する教育相
談の実施（計174回）
●日本語指導等協力者派遣及び中学３年生へ
の学習支援者の派遣（計11,132回）
●帰国・外国人児童生徒教育担当者研修会（1
回）及び国際教室担当者連絡協議会（2回）の
開催
●市立小・中・特別支援学校で日本語指導が
必要な児童生徒に対する特別の教育課程の編
成・実施

53,963 53,480 3

23 20202070 就学等支援事業 その他

就学援助費や特別支援教育就学奨
励費、高等学校奨学金など、経済的
支援を行うとともに、法令等に基づく、
就学事務を適正に執行します。

●就学援助については、経済的に困窮してい
る保護者に対して必要な援助を実施
●奨学金については、修学困難な生徒に対す
る経済的支援を実施
●就学事務については、H29年1月稼働開始の
就学システムにより円滑に実施

1,208,740 1,185,001 3

24 20203010 学校安全推進事業 その他

登下校時の交通事故等、地域におけ
るさまざまな危険から子どもたちを守
る取組を推進します。また、学校防災
教育研究推進校のほか、各学校の防
災力の向上を図るとともに、子どもた
ちの防災意識を高めます。

●学校を巡回し、通学路の危険か所のチェック
や防犯対策を行うスクールガード・リーダーの
継続配置（20名）
●踏切等の危険か所への地域交通安全員の
適正な配置
●通学路安全対策会議での議論を踏まえた危
険か所の改善の推進
●学校防災教育研究推進校（4校）による先導
的な研究の推進や、各学校の実態に応じた防
災教育の推進

99,730 94,261 3

25 20203020
学校施設長期保全計
画推進事業

施設の
管理・運
営

既存学校施設の改修等の再生整備
手法により、より多くの学校の教育環
境改善を図るとともに、老朽化対策、
質的改善、環境対策による長寿命化
を推進します。また、計画的に予防保
全を実施します。

●学校施設の長寿命化・再生整備の推進
・校舎の工事（計画13校のところ実績12校）
・体育館の工事（計画16校のところ実績11校）

8,360,489 5,992,185 4

26 20203030
学校施設環境改善事
業

施設の
管理・運
営

教育環境の向上をめざし、トイレの快
適化やバリアフリー化、エコスクール
化を進めます。また、地域の防災力
の向上に向け、非構造部材の耐震化
など、学校施設の防災機能の強化を
図ります。

●学校トイレの環境整備の推進（26校完了）
●既存校のエレベータ設置の推進（142校完
了）
●体育館の灯油式自家発電機の設置の推進
（166校完了）
●非常用電源としての蓄電池の整備（48校完
了）
●窓ガラスの飛散防止の推進（75校完了）

1,801,912 1,645,473 3
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27 20203040
学校施設維持管理事
業

施設の
管理・運
営

学校施設・設備の保守・点検や維持
管理、補修などを計画的に実施しま
す。

●学校施設・設備の保守・点検や維持管理、補
修などの実施

3,527,395 3,532,476 3

28 20203050
児童生徒増加対策事
業

施設の
管理・運
営

児童生徒の増加に的確に対応するた
め、各学校の児童生徒数の将来推計
値に基づき、教室の転用、校舎の増
改築、新校設置、通学区域の見直し
等の適切な対応を図り、良好な教育
環境の維持に努めます。

●住宅開発・人口動態を捉えた児童生徒数及
び学級数の推計の実施
●児童生徒数の動向等に応じた地域ごとの対
応の検討
●小杉小学校開校に向けた校舎新築工事の
完成
●校舎増築工事（工事完成：下小田中小・井田
小・塚越中）

9,330,595 8,563,051 3

29 20204010
地域等による学校運
営への参加促進事業

その他

学校教育推進会議の充実を図るとと
もに、学校運営協議会を設置した学
校（コミュニティ・スクール）の取組の
成果を他の学校に波及させることな
どにより、学校・家庭・地域社会が連
携して、より良い教育の実現をめざし
ます。

●学校運営協議会または学校教育推進会議を
活用した、家庭や地域に開かれた信頼される
学校づくり、地域の創意工夫を活かした特色あ
る学校づくりをめざした学校運営の推進
●学校運営協議会の運営支援の継続及び本
市規則改正等を含めた、法改正を踏まえたあり
方の検討
●コミュニティ・スクール連絡会やコミュニティ・
スクール・フォーラム等による実践成果の普
及・啓発

3,529 2,889 3

30 20204020
区における教育支援
推進事業

その他

各区に配置した区・教育担当を中心
に、区役所と連携しながら、学校と地
域との連携強化や学校へのきめ細や
かな支援を推進します。

●区における学校運営全般に対する支援
●地域みまもり支援センターとの連携など、学
校間及び学校と地域の連携強化
●各区の「要保護児童対策地域協議会実務者
会議」での情報共有など、地域諸団体・機関と
の連携強化による子ども支援の推進
●「区・学校支援センター」による学校支援協
力者の登録・学校への紹介等の取組の推進

9,213 9,058 3

31 20204030
地域に開かれた特色
ある学校づくり推進事
業

その他

地域人材の活用を図るとともに、学校
の自主性・自律性を高めるなど、特色
ある学校づくりを進めます。また、学
校の取組を自主的・自律的に改善す
るためのしくみとして学校評価を推進
します。

●学校がそれぞれの地域にある資源を活かし
た体験活動などの企画を行う「夢教育21推進
事業」の実施（全校）
●各学校が、自らの教育活動等について、め
ざすべき目標を設定し、その達成状況や取組
等について評価することにより、学校の組織
的・継続的な改善を図る、学校評価の実施（全
校）
●学校教育ボランティア配置による学校活動
の支援（142校）

151,525 144,719 3

32 20204040 教職員研修事業 その他

子どもたちと共に学び続ける教員で
あるために、ライフステージに応じた
教職員研修を推進します。特に、学校
全体の教育力向上をめざして、若手
教員の資質向上とミドルリーダーの育
成充実を図ります。

●教職員の資質、指導力の向上をめざした研
修の実施（必修研修としてライフステージに応
じた研修を13講座102回、その他の必修研修を
27講座93回、希望研修を52講座127回）及び育
成指標に基づく研修の再構築
●優秀な人材の確保に向けた、教職をめざす
人のための「輝け☆明日の先生の会」の実施
（講話15回、ゼミ6回）

26,831 23,446 3

33 20204060
教職員の選考・人事
業務

その他

施策推進に資する定数算定を行うと
ともに、教職員採用についての検討
改善等による創意と活力にあふれた
優秀な人材を確保します。また、学校
運営の活性化を図り、教職員の意欲
を引き出す人事異動を実施します。

●地方会場での説明会等の広報活動による広
く優秀な人材の確保の推進
●大学推薦、教職経験・ＴＯＥＩＣ等の資格を考
慮した特別選考試験等による人物重視の採用
選考の実施

807,645 850,069 3

34 20204070
学校業務マネジメント
支援事業

その他

学校の教育力を高めるため、諸経費
の適切な予算措置や教材の整備等
の学校運営支援を行うとともに、教職
員の勤務実態調査の結果を踏まえ、
業務の効率化に向けた取組を推進し
ます。

●学校業務検討委員会等で学校現場の代表
者との意見交換を踏まえた教職員勤務実態調
査の結果分析及び効率的・効果的な学校運営
体制の検討
●「教職員の働き方・仕事の進め方改革の方
針」の策定と各取組の実施
・教職員事務支援員配置による負担軽減の実
施（3名）
・部活動指導員配置による負担軽減の実施（3
名）
●学校法律相談の実施
●各校の実情に応じた予算調整制度の運用

4,111,146 3,848,134 3

35 20204090
教育研究団体補助事
業

補助・助
成金

校長会や各教科の研究団体など、主
体的に事業を行っている教育研究団
体に補助金を交付することにより、学
校教育の充実発展に向けた研究活
動等を支援します。

●各種団体への負担金等の補助による活動支
援

8,546 8,534 3

36 20301010 家庭教育支援事業
参加・協
働の場

子育て期の市民を地域全体で支え合
う家庭教育環境を構築します。

●ＰＴＡによる家庭教育学級開催の支援（開催
数：163校）
●全市・各区「家庭教育推進連絡会」の開催に
よる情報共有の推進（各２回）
●企業等と連携した事業実施（２回）及び福祉
部門と連携した情報提供など家庭教育支援の
推進

2,787 2,059 3

37 20301020
地域における教育活
動の推進事業

参加・協
働の場

地域社会でいきいきと活動する市民
や、子どもたちの成長を見守り支えて
いる市民の意欲・力を、社会全体の
活力や地域の教育力の向上につな
げられるよう支援します。また、「川崎
市子どもの権利に関する条例」に基
づき、地域における子どもの育ちや意
見表明を促進します。

●地域教育会議交流会の開催による情報共有
等の推進
●市子ども会議の開催と各行政区・各中学校
区子ども会議との連携
●地域のスイミングスクール等と連携した、子
どもの泳力向上プロジェクトの実施（参加者数：
3,077人）

28,649 27,220 3
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38 20301030 地域の寺子屋事業
参加・協
働の場

地域ぐるみで子どもたちの学習や体
験をサポートし、多世代で学ぶ生涯学
習の拠点づくりを進めることを目的
に、地域が主体となって子どもたちに
放課後週１回の学習支援と、土曜日
等に月１回の体験活動を行う「地域の
寺子屋事業」を推進します。

●地域や学校の状況を踏まえた地域の寺子屋
事業の推進（計画77か所のところ実績47か所）
●養成講座等による、地域の寺子屋の運営に
関わる人材（寺子屋先生・寺子屋コーディネー
ター）の確保（850人）
●地域の寺子屋推進フォーラムの開催による
普及・啓発

61,696 42,193 4

39 20302010 社会教育振興事業
参加・協
働の場

教育文化会館・市民館・分館におい
て、市民の学習や活動の支援、社会
教育を担う団体やボランティアの育
成、市民のネットワークづくりなどを行
うとともに、学習の成果や地域の人材
資源の活用を図り、市民の力による
地域の教育力とまちづくり力の向上を
図ります。

●子育てや、平和・人権・男女平等など、市民
館における社会教育事業の実施
●市民が学びにより得た知識や経験等を身近
な地域で活かす市民講師の養成講座の実施
及び活用
●市民提案・協働による課題解決型事業の推
進、地域の生涯学習をコーディネートする人材
の育成

46,756 42,283 3

40 20302020 図書館運営事業
施設の
管理・運
営

市民の読書要求に応え、市民の課題
解決に役立つために、多様な図書館
資料を収集・提供するとともに、レファ
レンスの向上、インターネットやＩＣＴの
活用、関係機関や学校図書館との連
携促進などを図りながら、効率的・効
果的な図書館運営をめざします。

●多様な市民ニーズに応えるための資料の充
実・タイトル数の確保（86万タイトル）
●ＩＣＴ機器を活用した効率的な図書館の運営
及び維持管理
●図書館ホームページのリニューアル
●来館困難者や高齢者、障害者等への支援な
どサービスの実施

812,810 760,321 3

41 20302030
生涯学習施設の環境
整備事業

施設の
管理・運
営

市民の生涯学習や地域活動の拠点
として、身近な学校施設を有効活用
するとともに、社会教育施設等の環
境整備を図るなど、市民の生涯学習
環境の充実を図ります。

●校庭143校、体育館165校、特別教室134校
における学校施設の開放及び更なる活用を図
るモデル事業の実施に向けた検討の実施
●川崎市教育文化会館及び川崎市立労働会
館の再編整備に関する基本構想の策定

95,995 101,692 3

42 20302040
社会教育関係団体等
への支援・連携事業

その他

生涯学習団体や主体的に活動する
社会教育関係団体への支援を行うこ
とで、市民の生涯学習の機会の充実
を図ります。

●生涯学習財団、社会教育関係団体への支援
による学習機会の充実（財団補助事業参加者
数：13,308人）

141,591 141,591 3

43 40802020
文化財保護・活用事
業

その他

市民の郷土に対する認識を深め、地
域の人々の心のよりどころとなるよ
う、歴史の営みの中で、自然環境や
社会・生活を反映しながら、育まれ、
継承されてきた文化財を適切に保存
し、活用することで、市民文化の向上
と発展に貢献します。

●「川崎市文化財保護活用計画」に基づき平
成29年度に創設した「川崎市地域文化財顕彰
制度」において、市域から幅広く地域文化財候
補を募集し、第1回川崎市地域文化財を決定
（63件）
●指定文化財等現地特別公開などの文化財
活用事業に文化財ボランティアが参加（26日）

57,527 34,393 3

44 40802070
橘樹官衙遺跡群保存
整備・活用事業

その他

古代川崎の歴史的文化遺産を後世ま
で継承するため、市内で初めて国史
跡に指定された「橘樹官衙（たちばな
かんが）遺跡群」（橘樹郡家跡と影向
寺遺跡）の保存・活用を図ります。

●国史跡橘樹官衙遺跡群及びその周辺地域
がもつ歴史や価値を活かしたまちづくりを図る
ことを目的とした「国史跡橘樹官衙遺跡群整備
基本計画」の策定
●史跡めぐり・発掘調査現地見学会（参加者
数：310人）、小学校への出前授業（参加者数：
6校18クラス、約540人）、市民講座等への講師
派遣（5回）、研究会・シンポジウムでの発表（参
加者数：約200人）の実施

183,008 131,376 3

45 40802100
日本民家園管理運営
事業

施設の
管理・運
営

国・県・市の指定文化財25件を有する
日本有数の古民家の野外登録博物
館として、その貴重な文化財を適切に
保存・活用し、市民の文化・学術・教
育の向上を図るため、「日本民家園」
を運営します。

●江戸時代の古民家の野外展示(年間来園者
数：計画130,000人のところ実績111,841人）
●伝統生活文化に関する企画展示（2回）、各
種講座等による教育普及事業の実施（137回）
●観光客の積極的誘致に向けた広報活動の
実施

331,372 296,842 4

46 40802110
青少年科学館管理運
営事業

施設の
管理・運
営

自然・天文・科学の3つの柱を中心
に、市民の科学知識の普及啓発や科
学教育の振興のため、市唯一の自
然・科学系登録博物館として、「青少
年科学館」（かわさき宙と緑の科学
館）を運営します。

●自然・天文・科学の３分野の実物・標本・模
型などの資料展示（年間来館者数：計画
286,000人のところ実績271,761人）
●自然観察教室や実験教室などの教育普及
事業の実施（参加者数：39,283人）
●プラネタリウムを活用した天文知識の普及啓
発の実施
●「七夕」「お月見」などの日本民家園との連携
事業、夜間開館、生田緑地内の博物館や美術
館と連携した広報の実施

118,565 114,025 4
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